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り
、

一
目
瞭
然
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
な
っ
'

て
い
る
。

と
の
章
の
後
半
で
は
、
.「

政
策
効
果
の
発
現
が
迅
速
で
あ
り
、：

的
確
な
.補
整 

効
果
を
も
ち
、
し
か
も
、
.他
の
政
策
目
標
の
達
成
を
阻
害
し
な
い
も
の
で
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い」

と
い
う
観
点
が
ら
、
財

政

.
金
融
両
政
策
の
有
用
性
を
評
価 

し
て
い
る
。

こ
こ
で
も

、

そ
の
説
明
は
、
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
又
、
 

内
容
も
、
熊
谷
[8
]

を
充
実
‘

発
展
さ
せ
て
は
い
る
が
、
例
え
ば
安
定
政
^
^
と
他 

の
政
策
目
標
と
の
両
立
性
等
の
問
題
に
つ
い
.

て
は
、
全
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
ら 

考
え
て
简
略
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

〔

第
9

草〕

..こ
の
章
で
は
ビ
ル
ト
イ
ン

*

ス
.

タ
ビ
ラ
イ
ザ
I

と
し
て
の
現 

代
財
政
の
有
効
性
を
実
証
的
に
分
析
し
た
後

V

そ
の
有
効
性
を
強
化
す
る
方
策 

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
が
、
結
局
、「

現
代
財
政
の
自
動
的
安
定
効
果
が
重
要 

な
意
義
を
も
つ
こ
と
は
認
め
ね
ば
.
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
、

こ
れ
だ
け
に
依
存 

し
よ
う
と
す
る
財
政
政
策
に
は
重
大
な
限
界
が
あ
る」
と
い
う
風
に
、
ビ
ル
ト 

イ

ン
•

ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
の
限
界
H

経
済
発
展
委
員
会
や
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
主 

張
す
る
政
策
の
限
界
、
を
認
め
て
い
る
。，
こ
こ
で
も

、

藤
田
氏
は
、
臈
大
な
資 

料
や
書
物
を
綿
密
に
整
理
さ
れ
、

財
政
収
支
差
額
の
自
動
的
変
化
の
研
究
か 

ら

「

わ
力
国
財
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
ノ
財
政
を
ビ
ル
ト
イ
シ
•
，ス
タ
ビ
ラ 

イ
ザ
ー
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
す
る
配
慮
が
ほ
と
ん
ど
加
え
ら
れ
な
か
っ 

た」

.

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
政
治
優
先
の
財
政
政
策
に
対
す
る
藤
田 

氏
.
の
控
え

E
I

な
批
判
で
あ
る
。

•

〔

第
10

章〕

こ
の
章
で
は
、
代
表
的
な
.

租
税
、
即
ち
個
人
所
得
税
、
[6
:

義
の 

消
費
税
及
び
法
人
税
の
補
整
的
操
作
の
効
果
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
 

■

安
定
政
策
と
い
う
面
か
ら
見
た
租
税
の
理
論
が
、

マ
ス
グ
レ
ィ
ブ
の
理
論
[2

]
を

i 

ニ

六

(

七
九
o

)

中
心
に
、
簡

潔
•

明
瞭
し
か
も
発
展
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

.

.

〔

第
11

章〕

こ
の
章
の
前
半
で
は
、
補
整
的
公
共
投
資
政
策
の
長
所
と
問
題 

点
を
、
現
実
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
章
の
後
半
は
、.
わ
が
国
で
景
気
調
整
政
策
の
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
て 

.

.
き
た
財
政
投
融
資
計
画
の
分
析
で
あ
る
。

〔

第
12

章〕

.

こ
：の
最
後
の
章
.

で
は
、
先
ず
最
初
に
、
安
定
成
長
の
た
め
の
最 

適
パ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
古
典
派
体
系
と
ヶ
ィ
ン
ズ
体
系
と
.を
比
較
し
な
が 

ら
、
分
析
し
て
い
る
。

次
.

に

伝
*̂

的
な
均
衡
予
算
政
策
.を
効
率
と
い
.
ぅ
面
か
.
ら
評
価
し
た
後
、
わ 

が
国
に
於
け
る
予
算
‘

バ
ラ
シ
ス
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

’

最
後
に
、
安
定
政
策
と
し
て
の
補
整
的
財
政
政
策
を
綜
合
的
に
評
価
し
て
、
 

こ
の
書
物
を
終
っ
て
い
る
。

. 

.

:

本
書
全
体
と
し
て
の
感
想
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴

本
書
は
、
題
名
や
装
丁
が
館
.
小
宮
[3
]

に
似
て
い
る
の
で
[ 3
]

の
姉
妹
篇 

で
あ
る
ょ
ぅ
な
錯
覚
に
陥
り
易
い
け
れ
ど
.も
、
内
容
や
文
体
か
ら
言
え
ば
、
熊 

谷
[8
]

に
近
く
、
論
旨
に
一
貫
性
が
あ
る
。

.

⑵

安
定
論
の
諸
文
献
を
豊
富
に
網
羅
す
る
と
同
^

>

に
、
難
解
な
理
論
を
要 

領
ょ
く
ま
と
め
、
し
か
も
て
い
ね
い
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
学 

の
高
学
年
及
び
大
学
院
修
士
課
程
の
学
生
の
救
科
書
と
し
て
も
最
適
で
あ
る
。

,

⑶

従
来
、「

財
政
の
経
済
学」

の
研
究I

I

と
い
え
ば
、

マ
ス
グ
レ
ィ
ブ
幻 

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
，、
そ
れ
を
充
分
に
消
化
し
、
更
に
、
純
粋
理
論 

的
.
に
も
政
策
論
的
に
も
発
展
さ
せ
た
本
書
の
出
現
は
、
日
本
の
財
政
学
研
究
の 

大
き
な
転
板
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。

M

評
^

は

.
本
拼
が
数
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
る
?|
1

-

に
ょ
つ
て
、
日
本
ク 

W

政
现
論
の
発
展
に
寄
与
す
る
市
、
大
な
る
亊
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
も
の
で
あ 

る
。

(

勁
草
書
房
4

A

5

 

•三
九
四
頁
.
ニ 
|

〇
〇
円
.

)

文

献

D

木
下
和
夫「

マ
ス
グ
レ
イ
ブ
財
政
理
論」

第
二
刷
へ
の
監
修
者
序
文

S
 

間
。

[2
1

マ
ス
グ
レ
イ
プ「

財
政
理
論」

木
下
和
夫
監
訳
.

有
斐
_
。
 

m

館
•

小

宵「

経
済
政
策
の
理
論」

勁
草
書
.

房
。

W

大
熊
一
郎「

フ
ィ
ス
カ
ル
•

ポ
リ
シ
ー
の
理
論
構
造」

日
本
評
論
新
社
。

[5
1

木
下
•

藤
田
•

橋

本「

現
代
財
政
政
策
の
理
論」

創
文
社
~

r

a

ケ
イ
ン
ズ「

雇
傭
•

.

利
子
お
ょ
び
貨
幣
の
一
般
理
論」

塩
野
谷
九
十
九
訳
. 

柬
洋
経
済
新
報
社
。

m

高
木
.

•

大
熊
.

古

田

「

財
政
政
策」

世
界
書
院
。

.

佐

藤

進「

日
本
財
政
の
構
造
と
特
徴」

束
洋
経
済
新
報
社
。

[8
1

熊
谷
尚
夫「

経
済
政
策
原
理」

岩
波
書
店
。

書

テ

H

1

セ
ン
べ

リ
I
著

馬

場

‘

正

雄

：
訳 

‘

『

景
気
循
環
と
経
済
成
長』

田

中

宏

D
 

本
書
は 

economics H
a
n
d

 book Series
(ed. by Seymour 

E. 

Harris) 

に
お
幻
る
、J

l
s

 

s. 

Duesenberry, 

Business Cycles and 

economic 

Growth. M
a
c
G
r
a
w

 Hill Book Co., Inc., N
e
w

 

Y
o
r
k

 

1
9
5
8
.

の
全
訳

で
あ
る
。

著
者
の
デ
ュ
I

セ
ン

べ

リ

I

は

一
九
四
八
年
か
ら
引
き
続
き
、

ハ
f
ヴ
ァ
ー 

ド
大
学
に
と
ど
ま
り
、
現
在
は
同
大
学
教
授
で
あ
る
が
、
そ
の
名
は
す
で
に
名 

著

、I
n
c
o
m
e
,

 

S
a
v
i
n
g

 
^

rt
-

rTh
e
o
r
y

 

o
f 

o
o
g
e
m
e
r 

B
e
h
a
v
i
o
u
r

 1949. 

(

大
熊一

郎
訳)

に
よ
っ
て
周
知
の
こ

と

と

思
わ
れ
る
か
ら
、
改
め
て
紹
介
す
る 

必
要
も
な
い
で
、あ
ろ
う
。

本
書
も
前
著
と
同
様
、
_
実
と
理
論
と
の
結
合
に
も
っ
と
も
意
を
注
い
で
い 

.る
点
に
特
色
が
あ
る
。
た
だ
、
事
実
と
理
論
と
の
結
合
と
い
う
と
き
、
事
実
に 

即
し
て
、.
全
く
新
し
い
理
論
を
展
開
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
既
成
の
理
論 

(

ポ
ス
ト
,
ヶ
ィ
ン
ジ
ァ
ン
の
そ
れ〉

と
現
実
と
の
差
異
を
出
来
る
だ
け
埋
め
よ 

う
と
す
る
性
格
.の
も
の
で
、
あ
く
ま
で
既
成
理
論
の
修
正
を
め
ざ
す
も
の
と
い 

え
る
。

景
気
循
環
と
経
済
成
長
の
問
題
に
対
し
て
理
論
的•

実
証
的
に
取
り
組
も
う

1

ニ

七

(

七
九
一)



と
す
る
人
々
に
と
つ
て
は
^
,書
は
よ
い
手
引
き
書
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
学
説
史
に
す
こ
し
も
べ
ー
ジ
を
割
い
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
点
に 

ま
で
さ
ヵ
0
ほ
つ
て
5?
-
究
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
、
他
の
書
、.
た
と
え
ば
、

ハ 

I
ン

ラー
の

P
r
o
s
p
e
r
i
t
y

 

a
n
d

 

D
e
p
r
e
s
s
i
o
n

 

(『

景
気
.変
軌
論』

の
タ
ィ
ト
ル
で 

.

ぎ
机
が
出
た
，

)
な
ど
で
補
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
本
書 

の
内
容
た
が
そ
の
前
に
ま
ず
景
気
循
環
理
論
の
系
譜
を
へ」

<'
±'
怪
1!
1'
ハ
見
こ

お
こ
う
。

S

氣

気

循

疆

論
•

に
'

は
お
そ
ら
く
、
過
剰
投
資
説
と
過
少
消
费
説
と
の
一一
 

大
主
流
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
.。

.
前
者
は
.

気̂
後
退
の
契
機
と
し
て
部
分
的
過
剰
生
産
を
前
視
す
る
に
対
し
、
 

後
渚
は
過
少
消
.费
に
も
と
づ
く
、
■
一
 

般

的

過

剰

盡

を

®
視
す
る
。
前
者
は
貯 

麥
に
文
し
投
資
が
過
剰
-
な̂
り
、
か
.く
て
資
本
ス
'卜
ッ
ク
不
足
の
た
め
に
景
気 

後
退
が
は
じ
ま
る
と
い
う
。
他
方
、
後
者
で
は
逆
に
投
資
に
対
し
て
貯
蓄
が
過 

剰
と
な
り
、
過
剰
貯
蓄
が
そ
の
投
資
の
捌
ロ
を
風
い
出
し
え
な
い
た
め
こ
、
景 

気
後
退
が
は
じ
ま
る
と
し
て
い
る
。

.

と
こ
ろ
で
過
剰
投
資
説
は
ッ
ガ
ン
、

シ
ユ
ビ
ー
ト
ホ
フ
か
ら
ミ
ー
ゼ
ス
、

ス

リ
ク
ノ 

，
ィH

ク
等
の
1
お
ゆ
る
オ
ー
ス
ト

-'
;
，
丨学
派
に
よ
つ
.て
^
展
せ 

し
め
ら
れ
た
。

ハ
ィ
エ
'
ク
に
お
い
て
は
、
好

況

期

の

迂

回

憲

續

の

延

長

が

ブ

I
ム
に
い 

/

.て

過

乘

作

安

に

苽

|/
1
し

資

本

|«
-
-価
格
に
比
し
、
消
锻
財
偭
格
を
高
め 

る

す

な

わ

ち

ノ

消

费

財

部

巧

の

収

益

率

を

高

め

る

結

果

、

生
産
资
源
.は
資
本 

財
部
門
か
ら
消
^
財
部
門
へ
と
転
換
さ
れ
、
迁
回
生
産
の
短
縮
，
し
た
が
，つ
て
、

三

八

(

七
九
一
一)

景
気
後
退
が
生
ず
る
。

こ

の

こ

：
と

は
不
況
に
お
い
て
実

質

賃

銀
率

の

低

下

を

通
 

じ
て
、
資
本
か
ら
労
働
へ
の
代
替
が
.行

わ

れ

る
こ
.
と

を

意

味

す

る
。

:

‘

逆
に
、
好
況
へ
の
過
程
と
は
不
況
に
お
け
る
実
質
賃
銀
率
の
上
昇
を
通
じ
て 

.

労
働
か
ら
資
本
へ
の
代
替
が
生
ず
る
過
程
で
あ
る
。

こ
の
よ
.

う
に
ハ
イ
二
ク
の 

説
で
は
相
対
価
格
の
変
化
に
伴
う
労
働
と
資
本
と
の
間
の
代
替
関
係——

リ
力 

ァ
ド
ゥ
効
果—

が
強
調
さ
れ
る

。
，

他
方
、
過
少
消
費
説
で
は
、
労
働
と
資
本
、
消
费
財
生
産
と
資
本
財
生
産
と 

■

は
相
互
に
補
完
関
係
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
好
況
期
に
'0

、，
て
文
、乘 

数
作
用
に
よ
る「

投
資
I

所
得」

、
加
速
度
.

原
理

に
よ

る「

所
得
-

>

投
資」

の
交 

互
的
上
昇
過
程
;'
-

不

況

時

に

は「

過
少
消
費

—

^

投
資
の
減
退」

と
い
う
現
象
が 

生
ず
る
。

こ
の
派
の
思
想
は
ケ
イ
ン
ズ
舉
命
以
来
、
数
多
く
の
ポ
ス
ト
•

ケ
イ 

ン
ジ
ア
ン
と
よ
ば
れ
る
理
論
家
I

カ
ル
ド
ア
、

ヒ
ッ
ク
ス
、

サ
ミユ工レソ 

ン

ク
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
等

（

に
よ

っ
て
精
練
さ
れ
て

、
今
日
で
は
学
界
の
共
有 

財
産
と
'

な̂

た
か
の
如
き
感
さ
、え
あ
る
。

.

そ
れ
に
反
し
、
過
剰
投
資
説
は
戦
後
の
学
界
で
’は
不
当
な
ま
で

に

軽

視

さ

れ
 

て
い
る
と
い
っ
'

て
■

も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

い
く
つ
か
の
欠
陥
が
あ
る
に
せ 

よ

過

剰

投

資
.

説
の
根
本
思
想
は
な
お
"
今
後
十
分
な
検
討
を
要
す
る
も
の
と 

思
わ
れ
る
。.

.さ
て
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
デ
ユ
ー
セ
ン
ベ
リ
ー
の
著
書
も
分
析
用
具
の
点 

か
ら
す
れ
ば
ボ
ス
ト

•

ケ
イ
ン

ジ
7

ン
の
景
気
循
環
理
論
を
学
界
の
共
有
財
産 

と
し
て
受
け
と
り
、
そ
の
部
分
的
修
正
を
は
か
る
に
と
ど
ま
り
こ
そ
す
れ
、
そ 

れ
と
対
照
的
立
場
に
あ
る
過
剰
投
資
説
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
顯
虛
し 

て
い
な
い
点
に
注
意
し
て
お
こ
う
。

£
3

 

.

さ
て
本
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
そ
の
0

的
は
ニ
つ
あ
る
。

第

一

、
経
済
構
造
に
お
け
る
変
化
が
所
得
の
成
長
率
と
成
長
過
程
の
安
定
性 

に
お
よ
ぽ
す
効
果
を
分
析
す
る
た
め
に
、
そ
S

組
み
I

示
'
す
る
こ
と
。

第
二
は
過
去
Q

f

気

霧

を

説

明

す

る
こ
と
、
と
く
に
、

一
九
一

一

一

の 

不
況
力
な
ぜ
、
そ
れ
以
前
の
不
況
よ
り
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
か
と
い
ぅ
こ
と 

を
説
，叨
す
る
こ
と
。

内
容
は
次
の
と
お
り
、

第

一

章

序

論

第
二
章
ヶ
ィ
ン
ズ
と
十
|-
|

典

派
.

第
三〗

-*
?

^

速
度
原
理
と
乗
数
.
加
速
度
相
互
作
用

第
四
章
.
投
資
の
限
界
効
率

第
五
章
資
金
源
衆
と
資
本
費
用

第

六

章

藤

占

と

投

資

第

七

章

住

宅

投

資

第

八

章

個

人

貯

蓄

->
個

人

消

费

第
九
章
所
得
決
宠
モ
デ
ル

第

十

窜

均

衡

成

長

率

第
十
一
章
所
得

の
変

動

第

士

一

章

変

動

(

続)

 

.

第

十

三

草

貨

銀

と

労

働

供

給
'

第

T

四

章

货

幣

供

給

、
利
子
率
お
よ
び
信
用
の
利
用
可
能
性 

.第
十
五
草
要

約
と

結
論

一一

草

と

肇

け

現

代

，S

邏

湯

§

す
る
批
判
に
あ
て
ら
れ
、
四
窜
か

ら
八
章
ま
で
は
消
费
と
投
資
の
理
論
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

.

九
章
で
は
上
記
.

の
考
察
の
結
果
を
用
い
て
、
所
得
決
定
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ 

て
い
る
。
 

■

十
章
か
ら
十
四
章
に
か
け
て
は
、
こ
の
モ
デ
ル
の
い
く

つ
か
の
性
質
が
論
ぜ 

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
、
十
章
で
は
体
系
の
安
定
的
成
長
に
お
よ
ぼ
す 

経
済
構
造
の
諸
効
果
を
考
察
す
る
。

"

十
f

で
は
休
系
の
安
定
性
を
増
大
な
い
し
は
減
殺
す
る
欺
因
を
ば
衝
_

 

の
大
き
さ
と
い
ぅ
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
十
二
章
で
は
、

一
.

^ニ
.：

^
平

r
v

大
不 

況
が
な
せ
そ
れ
以
前
の
不
況
よ
り
激
し
か
っ
た
か
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い 

る
？

，

十
三
、
十
四
の
両
萆
で
は
、
労
働
供
給
と
貨
幣
供
給
の
花
長
に
お
よ
ぼ
す
効 

果
を
考
^

^

し
て
い
る
。
以
下
彼
の
主
張
を
筒
単
に
な
が
め
：て
み
よ
ぅ
。

ま
ず
、
.

従
来
の
景
気
循
環
理
論
に
.対
す
る
批
判
だ
が
、
彼
に
よ
る
と
、
今
R

 

の
こ
の
分
野
で
の
研
究
者
の
課
題
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

S

■

総
実
質
需
要
の
長
期
的
成
長
の
説
明
。

间
需
要
の
長
期
的
成
長
が
可
能
的
産
出
高
の
長
期
的
成
長
に
適
応
す
る
過 

程
を
説
明
す
る
こ
と
0.

総
需
要
の
変
動
の
.

諸
原
因
の
説
'

明
。

G

の
問
題
に
対
し
て
、
.
ハロ
ッ
ド
、
.

ヒ
ッ
ク
ス
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
、

カ

レ

ド

ア
 

等
は
と
も
に
需
要
の
成
長
の
説
明
と
し
て

「

乗

数
•

加
速
度
過
程」

を
用
い
て

る
'

が

1

方
所
得
の
変
動
を
説
明
す
る
た
め
に
、
労
働
資
本
な
ど
の
資
货 

め
供
給
の
制
約
を
持
ち
出
し
て
来
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
忉
の
、
可
能
的
卞 

出

高

の

長

溝

成

長

u

対
す
る
需
要
の
長
期
的
適
応
の
説
明
が
得
ら
れ
る
。

一
二
九

(

七
九
三)



う
か [4]

ニ
ニ0

 

(

七
九
S
 

で
は
テ
ュ
I
セ
ン
パ
リ
ー
の
稱
極
的
^1

^ '
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

彼
に
よ

る

と'
景
気
循
環
の
要
因
は
複
雑
で
、
そ
の
作
動
様
式
は
こ
れ
ま
た 

多
様
で
あ
る
。
.
.景
気
循
環
は
あ
る
と
き
は
、

ハ
ン
セ
ン
の
い
ぅ
弱
い
加
！
度
モ 

デ
ル
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、

.

あ

る

と

き

は
ヒ
ッ
ク
ス 

.に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
よ
ぅ
に
、.「

天
井」

で
ハ
ネ
返
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

こ
の
よ
ぅ
に
単
一
の
.モ
デ
ル
で
十
分
に
体
系
の
一
般
的
性
質
を
説
明
す
る
こ
と 

は
仲
々
困
難
で
あ
る
:

.
し

か

も

.
か
り
に
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
な 

お
衝
撃
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
衝
撃
に
つ
いp

デ
ュ
ー
セ
ン
ベ
リ
ー
は
こ
ぅ
の
ベ
て
、

J

る
。

た
上
え
ば
、
特
矩
産
業
あ
る
い
は
証
券
市
場
に
お
け
る
投
機
的
プ
ー
ム
の
崩 

壊
は
.
ヒ
ッ
ク
ス
の「

所
得
の
成
長
に
'^

す
る
天
井」

と
同
じ
効
果
を
も
ち
ぅ 

る
で
あ
ろ
ぅ
。
賃

銀

•
価
格
の
恶
循
環
に
も
と
づ
く
投
機
的
在
庫
蓄
積
の
循
環 

も
ま
た
そ
ぅ
で
あ
る
。'

輪

入

•
.輸
出
パ
ラ
V
ス
の
突
発
的
変
化
や
あ
る
い
は
政
府
の
行
動
に
よ
っ
て 

ひ
き
起
さ
れ
る
金
融
的
恐
慌
も
同
じ
よ
ぅ
な
効
®
を
も
つ
。
産
出
高
に
対
す
る 

天

井

と
い
ぅ
如
き
,-
,自
動
的
衝
撃
造
出
概
念」

を
用
い
る
の
も
よ
い
が
、
だ
か 

ち
と
い
_っ
て
他
の
型
の
衝
撃
を
考
慮
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
ぅ
こ
と
に
は
な
ら 

な
い
。
現
庚
に
お
け
る
所
得
変
？̂
の
不
規
則
な
型
態
、
経
済
体
系
の
構
造
の
変 

化

体

系

を

®
約
し
：て
い
る
衝
聲
の
差
興
等
を
考
え
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
不

況
を
ば
質
的
用
語
を
用
い
た
同
一
の
方
法
で
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ 

う
 

.

そ
こ
で
デ
ュ
ー
セ
ン
べ
リ
ー
は
資
本
主
義
経
済
が
三
つ
の
異
な
つ
た
タ
イ
プ

.

と
こ
ろ
で
(-
)

の
問
題
に
対
し
で
、

ハ
ン
セ
ン
は

次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
 

独
立
投
資
の
変
動
こ
そ
需
要
の
変
動
の
も
っ
と
%

重
要
な
喪
因
で
あ
り
、
し
 

か
も
独
立
投
资
.

は
発

明
•

人

ロ
塯

加
•

お
よ
び
フ

ロ

ン

テ

ィ
ア
の
開
発
に
よ
っ 

て
生
み
出
さ
れ
る
。
そ

し

て

乘

数

，
加
速
度
の
相
互
作
用
が
独
立
投
資
の
変 

動
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
所
得
変
動
を
さ
ら
に
激
化
せ
し
め
る
で
あ
ろ 

う
と
。
 

■ 

_

こ
れ
ら
に
対
し
' 

デ
ュ~
セ
ン
ベ
リ
ー
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
す
る
。
 

こ
れ
ら
の
理
論
に
共
通
な
一
つ
の
特
徴
は
い
ず
れ
も
需
要
の
変
動
を
単
一
の 

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼

等

は「

景
気
循
環」 

に
お
の
お
の
異
な
っ
た
説
明
を
加
え
は
す
る
が
、

ひ
と
し
く
た

だ

一
つ
の
説
明 

し
か
;[
]

い
な
い
。
実
際
、、
総
所
得
の
変
動
は
す
べ
て
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ 

る
。

こ
の
よ
う
な
一
律
的
な
取
り
扱
い
は
景
気
の
下
降
運
動
の
原
因
だ
け
で
な 

く

、
.
回
復
な
ら
び
に
、

次
の
下
降
ま
で
の
所
得
の
上
昇
運
動
に
対
し
て
も
適
州 

さ
れ
る
。
も
と
よ
々
お
の
お
の
の
循
環
が
独
自
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
こ
と
.を 

だ
れ
で
も
認
め
は
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
相
遠
に
つ
い
て
は
$>
■

ま

り

多
く
の
力
点 

が
お
か
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
ァ
メ
リ
力
に
お
け
る
景
気
循
環
の
歴
史
を
少
し
綿
密
に
検 

討
し
て
み
る
と
、
.上
記
諸
理
論
の
想
矩
し
て
い
る
各
循
環
の
規
則
性
と
類
似
性 

と
に
は
疑
問
が
も
た
れ
る
。,.
.

さ
ら
に
上
記
の
諸
理
論
で
は
所
得
低
下
の
下
限
を
、
負
の
投
資
率
に
関
す
る 

物
理
的
限
界
及
び
，
一
定
贵
の
独
立
投
資
の
存
在
に
よ
っ
て
説
明
し
、
さ
ら
に
景 

気

回
復
過
程
は「

资
本
の
愈
い
つ
ぶ
し
効
來」

と
独
立
投
資
の
増
加
に
負
う
も 

の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
现
实
に
見
出
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

の
不
況
を
生
起
す
る
と
考
え
る
。

第
一
の
不
況
の
里
は
、
生
産
能
力
が
総
需
要
よ
り
も
急
速
に
上
界
す
る
傾
向 

の
あ
る
経
済
に
お
い
て
起
る
。

こ
の
場
合
、
利
潤
と
投
資
は
低
下
し
、そ
の
結
果 

所
得
が
減
少
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
景
気
回
復
は
負
の
投
資
の
行
な
わ
れ
る
一. 

時
期
を
経
て
、
あ
る
い
は
経
済
体
系
の
構
造
に
変
化
の
生
じ
た
と
き
発
生
す 

る
。第

一
一
の
不
況
の
型
は
需
要
の
持
続
的
成
長
が
可
能
で
.あ
る
よ
う
な
経
済
に
お 

い
て
発
生
す
る
。

こ
の
種
の
経
済
で
は
、
供
給
能
力
が
需
要
よ
り
過
大
に
な
る 

と

い

う一

贯
し
た
傾
向
は
な
い
。

し
か
し
贵
気
後
退
は
投
機
的
ブ
ー
ム
の
崩 

壊
' 
金
融
恐
慌
等
の
衝
撃
の
結
.果
起
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
然
の 

こ
と
な
が
ら
、
不
況
の
振
幅
と
持
続
期
間
は
衝
撃
の
性
質
に
よ
っ
て
異
な
っ
て 

く
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
一
の
衝
擊
に
よ
っ
.て
も
経
済
体
系
の
.構
造
や
そ
の
他 

の
差
異
に
よ
っ
て
不
況
の
大
き
さ
は
興
な
る
。
衝
撃
の
初
期
の
影
響
は
.通
常
投 

資

に

大

き

く
ft
用
し
、
.そ
の
.結

果

生

ず

る

投

資

の

変

化

が

所

得

の

：運
動
jを
変 

え
、
さ
ら
.に
消
費
と
投
資
の
行
動
に
作
用
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の 

第
一
一
次
雙
作
用
の
大
き
さ
は
体
系
の
構
造
と
そ
の
初
期
.条
件
に
依
存
す
る
。
 

も
し
経
済
体
系
の
.構
造
が
衝
擊
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
‘さ

.
れ

た

所

得

低

下

と

そ

の
 

第
一
一
次
的
反
作
用
が
か
な
り
緩
慢
な
も
の
で
あ
れ
ば
衝
撃
の

直

接

的効
果

が

す 

め
ば
所
得
は
砰
び

上
界

す
る

。

し
が
し
、.
も
し
所
得
が
あ
る
臨

界

的

水

準
 

(

そ
の
大
き
さ
は
経
済
構
造
に
侬
存
す
る)

以

下

に

低

下

す

る

と

"
.
.
衝

撃

の

初

期
 

的
影
響
が
衰
え
て
し
ま
っ
て
も
、
景
気
回
復
は
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
所
得
は 

低
下
し
つ
.づ
け
、
•資
本
の
食
い
つ
ぶ
し
、
な
い
し
、
経
済
構
造
の
変
化
が
起
る 

ま
で
回
復
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
.

N

窗

評

 

，

第
三
の
不
況
の
型
は
' 

こ
れ
ら
の
中
間
に
佐
す
る
も
む
で
、
持
続
的
成
長
、か 

可
能
で
な
い
よ
う
な
経
済
構
造
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
利
^ / 

初
期
条
件
が
与
え
ら
れ.る

な

ら

ば..
'

所

得

は

上

昇

す

る

と

い

う

場

合

に

発

生

す
 

る
。
何
ら
か
の
都
合
の
亜
心
い
衝
撃
が
こ
の
体
系
に
加
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
衝
撃 

の
初
期
の
影
響
が
な
く
な
っ
て
も
所
得
の
低
下
は
や
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の 

場
合
、
衝
撃
が
な
く
て
も
景
気
後
退
は
発
生
す
る
が
、
衝
撃
は
そ
の
発
生
を
い 

っ
そaTN

早
め
る
。

[5
1

以
上
の
図
式
を
用
い
て
過
去
の
景
気
循
環
に
対
し
て
デH

丨
セ
ン
ベ
リ 

|
は
次
の
'«
|
:う
に
の
べ
る
。

一
九
1
1九
年
.ル
亦
の
不
況
は
す
べ
て
い
ろ
い
ろ
の 

タ
ィ
プ
.の
衝
撃
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
と
ず
る
。
し
か
も
.所
得
は
そ
の
臨 

界
的
水
準
以
下
に
低
下
し
た
こ
と
は

一度
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
景
気
掛
復
は 

不
況
の
当
初
の
原
因
が
排
除
さ
れ
.る
か
、
ま
た
は
逆
転
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も 

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
.あ
る
。

1

方
一
九
三
〇
年
代
の
大
不
況
に
つ
い
て
は
デ
ュ
I

セ
ン
べ
リ
ー
は
二
通
り 

の
説
明
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
'

ま
ず
当
時
の
経
済
は
持
続
的
成
長
が
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
.た
と
え
ブ

—

 

ム
と
証
券
，
不
動
産
の
投
機
的
活
動
の
崩
壊
な
ど
が
な
く
て
も
不
況
は
発
生
し/ 

た
は
ず
だ
と
い
う
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

い

ま一

つ
の
説
明
は
、
持
続
的
成
長
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
体
系
が
き
わ
め 

て
不
安
定
で
あ
っ
た

た

め

、

市
場
活
動
の
，破
壊
が
所
得
を
上
記
の
臨

界

的
水

準
 

以
下
に
落
し
こ
ん
だ
の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、'
こ
の
大
不
況
は
成
長
能
力
と
体
系
の
安
定
性
と
の

.
1

三

一
(

七
九
五)



双
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
経
済
.構
造
の
変
化
の
た
め
、
そ
れ
以
前
の
不
況
よ
り 

-
も
格
段
に
激
し
か
っ
た
の
*た
と
い
う
の
で
あ
る
。

.
以
上
の
；結
論
を
導
き
だ
す
た
め
の
分
析
用
具
と
し
て
デ
/ュ
ー
セ
シ
ベ
リ
！
ま 

ハ
ン
セ
ン
、

ヒ
ッ
ク
，ス
等
の
手
に
な
る
、
独
立
投
資
に
よ
る
乗
数
.
.加
速
t
過 

程
の
交
互
作
用
よ
0%
と
つ
く
モ
デ
ル
の
一
般
化
と
考
え
ら
れ
る
所
得
決
定
の
モ 

デ
ル
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
モ
デ
ル
で
は
所
得
変
化
が
投
資
率
に
及
ぼ
す
直
接 

的
効
果
は
単
純
な
加
速
度
図
^:
よ
り
ず
っ
と
小
さ
い
と
仮
定
し
て
い
る
。
そ
の 

た
め
体
系
は
乘
数
•
.加
速
度
モ
デ
ル
よ
り
も
さ
ら
に
安
定
妁
で
あ
る
。
そ
3
上 

貯
蓄
と
投
資
が
利
潤
忆
依
存
し
、
し
か
も
両
者
は
同
：

一方
向

に動
く
傾

向

があ 

>
0

と
し
て
い
る
の
で
、
体
系
は
：な
お
い
っ
そ
う
安
定
的
と
な
る
。
所
得
変
化
に 

対
す
る
消
費
の
反
作
用
の
遅
れ
の
仮
定
も
、
ま
た
安
定
性
を
胄
め
る
こ
と
に
な 

る
。
以
上
に
加
え
て
さ
ら
に
、
こ
の
図
式
に
衝
撃
の
要
因
を
と
り
入
れ
て
、
そ 

の
安
定
性
に
及
ぽ
す
効
果
を
考
察
す
る
と
い
う
点
が
デH

丨
セ
ン
べ
リ
ー
の
>
 

.き
な
特
色
で
あ
る
。

[6
]

本
書
の
結
論
は
か
く
し
て
次
の
と
お
り
に
な
る
。

⑴

総
需
耍
の
成
長
は
一
般
化
さ
れ
た
乗
数•

加
速
度
過
程
と
あ
る
外
生
的 

要
因
と
の
間
の
複
雑
な
交
互
作
用
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。

⑵

あ
る
点
に
お
い
て
は
、
労
働
と
貨
幣
の
供
給
の
制
約
は
需
耍
の
成
長
に 

対
し
て
蜇
耍
な
影
響
を
も
つ
が
、
.そ
れ
.は
大
不
況
を
生
み
だ
す
も
の
で
は 

な
ぃ
。

⑶

生
循
環
的
不
況
は
い
ろ
い
ろ
の
タ
ィ
プ
の
衝
撃
に
i

っ
て
生
み
出
さ
丨 

た
の
で
あ
り
、
規
則
的
な
循
環
造
出
機
構
に
よ
る
の
で
は
な
い
9

一
三
ニ 

(

七
九
六)

0

不
況
の
振
幅
と
持
.続
期
間
と
の
相
違
は
、

一

部
は
経
済
体
系
の
構
造
の 

.

歴
史
的
変
化
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

(5
.
あ

る種
の
衝
撃
は
不
況
後
直
ち
に
発
.生
す
る

よ

りは
む
し
ろ
長
期
間
の 

—

.
繁
栄
の
後
に
い
っ
そ
う
起
り
そ
う
だ
と
：い
う
意
味
で
、
あ

る
何
ら
か
の
S
 

環
的
要
素
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

' 
'

[7
]
.「

景
気
循
環
と
経
済
成
長」

と
い
5
と
き
、

理
論
上
興
味
を
そ
そ
る
問 

題
は
循
環
と
成
長
と
の
相
互
関
係
で
あ
る
。
従
来
の
ポ
ス
ト
•
ヶ
ィ
ン
ジ
ァ
ン 

の
議
論
で
は
、
こ
の
両
者
を
切
り
は
な
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ

れ

は一

つ
.に

は

循

環

を

ひ

き

起

す

要

因

と

成

長

を

も

た

ら

す

要

因

と

が 

別
々
の
も
の
で
お
る
と
い
う
見
方
に
よ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
 

方
双
方
の
要
因
が
同
一
.で
あ
り
、
し
か
も
実
際
に
両
者
の
動
き
が
密
接
不
可 

分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
概
念
構
成
の
上
か
ら
、

こ
れ
を
分
離
す
る
と
い 

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
投
資
そ
の
も
の
は
資
本
蓄
稹
の
担
い
手
で
あ
る
と
と
も 

.

に
、
技
術
進
歩
を
自
か
ら
に
体
系
化
す
る
、
と
い
う
ニ
前
の
機
能
を
も
つ
点
に 

着E
I

し
、

こ
れ
の
定
式
化
が
只
.
ソ
口
ー
や
そ
の
他
に
よ
っ
て
は
^
ら

X
る
に 

至
っ
て
い
る
。

こ
の
見
解
を
受
け
入
れ
て
循
環
と
成
長
の
不
可
分
性
あ

る
い

は

， 

相
互
依
存
性
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
、
こ
れ
を
定
式
化
す
る
と
い
う

，乍
業
が
行 

1
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、：

こ
の
点
に
つ
い
て
の
究
明
は
本
書
に
て
は 

十
分
に
、
し
か
も
ィ
ク
ス
プ
リ
シ
ッ
ト
に
論
ぜ
ら
れ
て
は
い
な
い
点
を
併
せ
て 

指
摘
し
て
お
こ
う
。

€

r
は
多
少
生
硬
な
個
^'
ガ
見
受
W
ら
れ
る
が
、
ま
ず
大
過
な
く
こ
な
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

本
書
が
ポ
ス
ト
V

ケ
ィ
ン
ジ
ァ
ン
の
業
績
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
、
し
か
も 

对
論
と
実
証
の
結
び
つ
き
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
、
の
ニ
点
に
本
書
の
. 

性
格
が
あ
り
、
そ
の
面
で
の
す
ぐ
れ
た
書
物
と
い
ぅ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ぅ
。

g

it

期
に
お
け
る
投
資
、
消
費
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
、
産
出
量
、
を
そ
れ
ぞ
て 

I(
t

.

cc
t

、
K(

、
Y(
t

、
と
す
る
と
、
体
系
は
次
式
で
与
え
ら
れ
る
。

c
s
=
a 

•

*<
!(

«+—
l)+l:>.K(tll).

K(t)=(l—
k
v
K
(
t
—
l)+I(t)

Y
e
=
s) 

+ 

I(t) 

■
 

.

こ
こ
に
、
a

は
、
G

.

N

.

P

か
ら
の
限
界
消
費
性
向
で
、
可
処
分
所
得
の
そ
れ 

よ
り
小
と
仮
定
。̂

は
消
费
に
对
す
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
変
化
の
効
果
を
あ
ら
わ 

す
び
は
通
常
の
加
靈
係
数
よ
り
小
と
仮
定
。
沒
は
投
資
に
対
ず
る
資
本
ス
ト 

ッ
ク
の
効
果
を
示
す
。
パ
ラ
メ
ダ
4

、
丨K

X
O

と
す
る
。
よ
っ
て
体
系
の 

作
動
様
式
を
あ
ら
わ
す
趣
本
方
程
式
は
次
の
と
お

り

、た
だ
し
、
k

は
減
価
率
。
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ft
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x
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t
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こ
れ
に
义
し
取
純
な
#

数
•

加
速
度
の
モ
デ
ル
は
rz
>

"
 

1

^b
H
o
'
k
=
o

を
友 

定
し
て
い
^-

か
ら

Y
(
t
)
=

ft+
a
)
.
Y
(
t
l
l
)
—

.̂
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t
—
2
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と
な
る
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